
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
号　

令
和
元
年
十
月

三
一

『
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
』
総
目
次
（
自
創
刊
号 

至
十
九
号
）

○
創
刊
号
（
平
成
十
二
年
十
月
十
三
日
発
行
）

創
刊
の
辞�

学
長　

浅
井
圓
道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

創
刊
に
あ
た
っ
て�

仏
教
学
部
長　

岩
田
諦
靜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3

目　
　

次�

1

宗
教
と
福
祉
実
践
―
―
在
家
信
者
中
田
騄
郎
の
事
績
か
ら�

志
田　

利　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

上
田
市
立
第
六
中
学
校
の
学
校
改
革
…
…
生
徒
の
荒
れ
か
ら
学
校
自
由
参
観
・
四
者
会
議
へ�

田
沼　

朗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

17

日
蓮
真
蹟
書
状
に
お
け
る
料
紙
に
つ
い
て�

寺
尾
英
智　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

33

C
oncerning� the� U

ji� chapters�
Jill� Em

m
a� Strothm

an�　
　
　
　
　
　
　
　

115L

仏
像
彫
刻
の
周
辺
：
天
然
砥
石
と
そ
の
性
質�

柳
本
伊
左
雄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

103L

羅
什
訳
『
法
華
経
』
の
語
学
的
研
究
―
―
指
示
詞
に
つ
い
て
―
―�

椿　

正
美　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

89L

D
īpaṃ

karaśrījñāna

のPrajñāpāram
itāpiṇḍārthapradīpa

に
つ
い
て�

望
月
海
慧　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

35L

世
親
造
『
攝
大
乗
論
釈
』
所
知
依
章
の
漢
蔵
対
照
㈡�

岩
田
諦
靜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1L

○
第
二
号
（
平
成
十
三
年
十
月
十
三
日
発
行
）

目　
　

次

研
究
ノ
ー
ト　

仏
教
実
践
と
し
て
の
福
祉
―
長
谷
川
明
徳
の
事
績
か
ら
―�

志
田　

利　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

世
親
造
『
攝
大
乘
論
釋
』
所
知
依
章
の
漢
蔵
対
照
㈢�

岩
田
諦
靜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

17

中
国
に
お
け
る
石
刻
経
の
類
型�

桐
谷
征
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

39

史
料
紹
介　

江
戸
時
代
の
日
蓮
真
蹟
鑑
定
記
録
―
日
等
『
蓮
祖
御
筆
真
偽
拝
見
記
』（
上
）
―�

寺
尾
英
智　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

57

明
治
四
年
・
丸
亀
県
土
肥
大
作
襲
撃
事
件
関
係
資
料
㈠�

中
山
光
勝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

81



『
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
』
総
目
次
（
自
創
刊
号

『至
十
九
号
）（
『
『
『
）

三
二

編
集
後
記�

志
田　

利　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

A
tiśa

に
帰
さ
れ
るŚatasāhasrikāprajñāpāram

itā

に
つ
い
て�

望
月
海
慧　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

13L

羅
什
訳
『
法
華
経
』
の
語
学
的
研
究
―
接
続
詞
「
而
」
に
つ
い
て
―�

椿　

正
美　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1L

○
第
三
号
（
平
成
十
四
年
十
月
十
三
日
発
行
）

目　
　

次

研
究
ノ
ー
ト　

地
域
を
さ
さ
え
た
寺
と
農
繁
期
託
児
所
―
仏
教
師
永
田
泰
嶺
の
実
践
に
み
る
―�

志
田　

利　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

明
治
四
年
・
岡
山
県
下
津
高
郡
農
民
騒
擾
裁
判
小
考�

中
山
光
勝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

13

編
集
後
記�

志
田　

利　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

羅
什
訳
『
法
華
経
』
の
語
学
的
研
究
―
「
復
」「
亦
」「
又
」
に
つ
い
て
―�

椿　

正
美　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

67L

B
lo� bzang� dpal� ldan� bstan�' dzin� snyan� grags

に
よ
るBodhipathapradīpa

の
注
釈
書
に
つ
い
て�

望
月
海
慧　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

49L

D
īpaṃ

karaśrījñāna

のM
adhyam

akopadeśa
に
つ
い
て�

望
月
海
慧　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

9L

身
延
山
大
学
に
お
け
る
博
物
館
学
芸
員
資
格
取
得
課
程
の
現
状
と
課
題�

望
月
真
澄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1L

○
第
四
号
（
平
成
十
五
年
十
月
十
三
日
発
行
）

目　
　

次

世
親
造
『
攝
大
乘
論
釋
』
所
知
依
章
の
漢
蔵
対
照
（
四
）�

岩
田
諦
靜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

研
究
ノ
ー
ト　

地
域
福
祉
と
寺
院
へ
の
期
待
―
生
活
共
同
体
の
中
心
に
―�

志
田　

利　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

21

一
九
八
〇
年
代
教
育
権
論
争
の
考
察
…
今
橋
教
育
法
の
意
義
と
課
題�

田
沼　

朗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

33

仏
教
学
部
紀
要
編
集
後
記�

田
沼　

朗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
５
回
国
際
法
華
経
学
会
報
告�

三
輪
是
法　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

127L

身
延
山
大
学
に
お
け
る
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
の
と
り
く
み
―
そ
の
内
容
と
実
際
―�

志
田　

利
／
松
木
本
隆
／
一
之
瀬
美
千
子　

99L



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
号　

令
和
元
年
十
月

三
三

B
lo� bzang� chos� kyi� rgyal� m

tshan

に
よ
るBodhipathapradīpa

の
注
釈
書
に
つ
い
て�

望
月
海
慧　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

35L

羅
什
訳
『
法
華
経
』
の
語
学
的
研
究
―
複
合
語
に
つ
い
て
―�

椿　

正
美　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

23L

The� Ten� Foot� Square� H
ut�

Jill� Em
m

a� Strothm
an�　

　
　
　
　
　
　
　

1L

○
第
五
号
（
平
成
十
六
年
十
月
十
三
日
発
行
）

目　
　

次

日
蓮
研
究
に
関
す
る
方
法
論
的
試
論
と
戦
後
日
蓮
研
究
史
―
「
顕
密
体
制
論
」
ま
で
―�

間
宮
啓
壬　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

戦
後
教
員
文
化
の
一
断
面
―
―
東
京
・
足
立
一
中
の
教
師
た
ち�

田
沼　

朗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

29

編
集
後
記�

田
沼　

朗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仏
教
福
祉
の
あ
り
方
を
考
え
る
―
新
学
科
へ
の
期
待�

志
田　

利　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

59L

身
延
山
大
学
博
物
館
実
習
報
告
書　

日
蓮
宗
の
宝
物
目
録
Ⅰ�

望
月
真
澄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

43L

Thub� bstan� chos� kyi� nyi� m
a

に
よ
るBodhipathapradīpa

の
注
釈
書
に
つ
い
て�

望
月
海
慧　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

9L

六
朝
訳
経
の
受
動
表
現�

椿　

正
美　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1L

○
第
六
号
（
平
成
十
七
年
十
月
十
三
日
発
行
）

目　
　

次

対
話
能
力
を
育
成
す
る
保
育
者
像
を
探
る
―
高
瀬
慶
子
の
実
践
記
録
か
ら
―�

伊
東
久
実　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

娘
・
母
関
係
の
物
語
（
一
）�

山
田
英
美　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

17

民
間
福
祉
の
理
念
と
仏
教
―
社
会
福
祉
法
人
春
風
会
の
実
践
―�

志
田　

利　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

25

編
集
後
記�

田
沼　

朗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
空
間
論
の
新
展
開
…
…
山
梨
・
昭
和
町
の
学
校
改
革�

田
沼　

朗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

91L

老
人
介
護
に
お
け
る
家
族
の
素
描�

志
田
洋
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

83L



『
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
』
総
目
次
（
自
創
刊
号

『至
十
九
号
）（
『
『
『
）

三
四

三
種
の
『
三
昧
資
糧
論
』
に
つ
い
て�

望
月
海
慧　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

49L

羅
什
訳
『
法
華
経
』
の
語
学
的
研
究
―
否
定
副
詞
に
つ
い
て
―�

椿　

正
美　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

39L

Freedom
� w

ithin� C
onfines�:� The� W

orld� of� K
azuko� To�

Jill� Strothm
an�　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1L

○
第
七
号
（
平
成
十
八
年
十
月
十
三
日
発
行
）

目　
　

次

民
間
福
祉
の
理
念
・
そ
の
重
要
性
に
つ
い
て
―
山
川
忠
洋
氏
の
実
践
に
学
ぶ
―�

志
田　

利　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

娘
・
母
関
係
の
物
語
（
二
）�

山
田
英
美　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

11

彙　
　

報

編
集
後
記�

田
沼　

朗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

社
会
福
祉
を
専
攻
す
る
学
生
の
老
人
の
イ
メ
ー
ジ

　

―
セ
マ
ン
テ
ッ
ク
・
デ
ィ
フ
ァ
レ
ン
シ
ャ
ル
法
（
SD
法
）
を
用
い
た
老
人
の
イ
メ
ー
ジ
の
測
定
―�

高
橋
一
公　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

133L

子
育
て
支
援
策
と
し
て
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
運
動
と
保
育
者
の
連
携�

伊
東
久
実　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

115L

生
殖
補
助
医
療
で
生
ま
れ
た
子
ど
も
を
持
つ
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
資
源
活
用
の
現
状
と
課
題

　

―
児
童
福
祉
お
よ
び
母
子
保
健
相
談
機
関
の
職
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
か
ら
―�

森　

和
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

97L

「
環
境
因
子
」
と
し
て
の
保
育
士
の
役
割
―
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
発
達
支
援
に
つ
い
て
―�

古
屋
義
博　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

85L

羅
什
訳
『
法
華
経
』
の
語
学
的
研
究
―
「
何
」
に
つ
い
て
―�

椿　

正
美　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

73L

W
hat� are� the� m

ajor� sūtras� in� later� Indian� B
uddhism

?�
K

aie� M
O

C
H

IZU
K

I　
　
　
　
　
　
　
　
　

29L

The� Early� Poem
s� of� K

azuko� To�
Jill� Em

m
a� Strothm

an�　
　
　
　
　
　
　
　

1L



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
号　

令
和
元
年
十
月

三
五

○
第
八
号
（
平
成
十
九
年
十
月
十
三
日
発
行
）

目　
　

次

「
こ
こ
ろ
み
」
の
軌
跡
―
日
蓮
の
歩
み
〈
佐
渡
流
罪
以
前
〉
―�

間
宮
啓
壬　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

娘
・
母
関
係
の
物
語
（
三
）�

山
田
英
美　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

31

彙　
　

報�

45

編
集
後
記�

田
沼　

朗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
学
生
の
一
般
的
老
人
イ
メ
ー
ジ
と
将
来
の
自
己
老
人
イ
メ
ー
ジ
―
老
人
観
ス
ケ
ー
ル
を
用
い
た
分
析
―�

高
橋
一
公　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

89L

介
護
支
援
専
門
員
の
現
場
教
育
に
お
け
る
課
題
～
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
～�

楢
木
博
之　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

73L

羅
什
訳
『
法
華
経
』
の
語
学
的
研
究
―
「
当
然
・
義
務
」
を
示
す
助
動
詞
に
つ
い
て
―�

椿　

正
美　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

65L

D
ol� po� pa

の
二
諦
説
理
解
に
つ
い
て
（
Ⅱ
）�

望
月
海
慧　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

23L

十
二
世
紀
末
ま
で
の
日
本
各
宗
に
於
け
る
朝
鮮
仏
教
の
影
響
に
つ
い
て�

福
士
慈
稔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1L

○
第
九
号
（
平
成
二
〇
年
十
月
十
三
日
発
行
）

目　
　

次

「
こ
こ
ろ
み
」
の
軌
跡
―
日
蓮
の
歩
み
〈
佐
渡
流
罪
以
降
〉
―�

間
宮
啓
壬　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

中
世
初
期
の
明
法
道
に
つ
い
て�

長
又
高
夫　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

33

彙　
　

報�

59

編
集
後
記�

田
沼　

朗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

D
ol� po� pa

の
『
宝
性
論
釈
善
説
陽
光
論
』
に
つ
い
て
（
Ⅱ
）�

望
月
海
慧　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

65L

羅
什
訳
『
法
華
経
』
の
語
学
的
研
究
―
「
於
」
に
つ
い
て
―�

椿　

正
美　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

53L

「
主
任
介
護
支
援
専
門
員
の
継
続
研
修
の
意
義
」
～
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
構
築
し
て
い
く
た
め
に
～�

楢
木
博
之　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

37L



『
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
』
総
目
次
（
自
創
刊
号

『至
十
九
号
）（
『
『
『
）

三
六

社
会
福
祉
を
専
攻
す
る
学
生
の
一
般
的
老
人
イ
メ
ー
ジ
と
自
己
老
人
イ
メ
ー
ジ

　

―
セ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
デ
ィ
フ
ァ
レ
ン
シ
ャ
ル
法
を
用
い
た
老
人
イ
メ
ー
ジ
の
分
析
―�

高
橋
一
公　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

15L

仏
像
修
理
に
お
け
る
一
つ
の
試
み
―
現
状
維
持
修
理
に
つ
い
て
―�

長
澤
市
郎　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1L

○
第
十
号
（
平
成
二
十
一
年
十
月
十
三
日
発
行
）

目　
　

次

娘
・
母
関
係
の
物
語
（
四
）�

山
田
英
美　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

彙　
　

報�

13

編
集
後
記�

福
士
慈
稔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
四
世
紀
ま
で
の
日
本
律
蔵
関
係
章
疏
に
み
ら
れ
る
新
羅
・
高
麗
仏
教
認
識�

福
士
慈
稔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

93L

羅
什
訳
『
法
華
経
』
の
語
学
的
研
究
―
使
役
義
・
受
身
義
の
表
現
に
つ
い
て
―�

椿　

正
美　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

77L

保
育
者
の
成
長
過
程
：
高
瀬
慶
子
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
⑴�

伊
東
久
実　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

63L

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
効
果
と
課
題
～
静
岡
県
御
殿
場
市
で
の
取
り
組
み
～�

楢
木
博
之　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

51L

D
ol� po� pa

の
『
宝
性
論
釈
善
説
陽
光
論
』
に
つ
い
て
（
Ⅲ
）�

望
月
海
慧　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1L

○
第
十
一
号
（
平
成
二
十
二
年
十
月
十
三
日
発
行
）

目　
　

次

娘
・
母
関
係
の
物
語
（
五
）�

山
田
英
美　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

彙　
　

報�

13

編
集
後
記�

福
士
慈
稔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
育
者
の
成
長
過
程
：
高
瀬
慶
子
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
⑵�

伊
東
久
実　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

77L



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
号　

令
和
元
年
十
月

三
七

「
主
任
介
護
支
援
専
門
員
が
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
に
な
る
た
め
の
研
修
方
法
」

　

～
主
任
介
護
支
援
専
門
員
が
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
に
な
る
た
め
に
～�

楢
木
博
之　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

63L

《
資
料
整
理
報
告
》
鎌
倉
末
ま
で
の
日
本
華
厳
宗
の
朝
鮮
仏
教
認
識�

福
士
慈
稔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

49L

《
身
延
山
大
学
博
物
館
実
習
報
告
書
》
日
蓮
宗
の
宝
物
目
録
Ⅱ�

望
月
真
澄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

31L

羅
什
訳
『
法
華
経
』
の
語
学
的
研
究
―
介
詞
「
以
」
に
つ
い
て
―�

椿　

正
美　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

21L

Tāranātha

のdBu m
a theg m

chog

第
３
章
「
仏
の
心
髄
で
あ
る
法
界
の
決
択
」
に
つ
い
て�

望
月
海
慧　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1L

○
第
十
二
号
（
平
成
二
十
三
年
十
月
十
三
日
発
行
）

目　
　

次

編
年
体
御
書
目
録
『
祖
書
目
次
』
の
遺
文
配
列
に
つ
い
て�

木
村
中
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

娘
・
母
関
係
の
物
語
（
六
）�

山
田
英
美　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

13

彙　
　

報�

21

編
集
後
記�

福
士
慈
稔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
員
入
学
時
代
の
大
学
教
育
の
あ
り
方�

岡
林
春
雄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

59L

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
主
任
介
護
支
援
専
門
員
の
地
域
で
の
役
割

　

～
地
域
の
取
り
組
み
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
～�

楢
木
博
之　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

45L

保
育
士
養
成
教
科
目
「
障
害
児
保
育
」
の
歴
史
的
考
察�

古
屋
義
博　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

31L

羅
什
訳
『
法
華
経
』
の
語
学
的
研
究
―
禁
止
否
定
の
表
現
に
つ
い
て
―�

椿　

正
美　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

21L

D
īpaṃ

karaśrījñāna

に
帰
さ
れ
る
三
種
のgī ti

文
献
に
つ
い
て
⑵�

望
月
海
慧　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1L



『
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
』
総
目
次
（
自
創
刊
号

『至
十
九
号
）（
『
『
『
）

三
八

○
第
十
三
号
（
平
成
二
十
四
年
十
月
十
三
日
発
行
）

目　
　

次

娘
・
母
関
係
の
物
語
（
七
）�

山
田
英
美　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

彙　
　

報�

11

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
内
で
行
わ
れ
る
事
例
検
討
の
効
果
と
課
題

　

～
Ａ
県
Ｂ
市
で
の
取
組
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
～�

楢
木
博
之　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

67L

絵
本
か
ら
発
展
さ
せ
る
遊
び�

伊
東
久
実　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

57L

羅
什
訳
『
法
華
経
』
の
語
学
的
研
究
―
接
続
詞
「
即
」「
則
」「
乃
」「
便
」
に
つ
い
て
―�

椿　

正
美　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

49L

レ
ポ
ー
ト　

東
日
本
救
援
活
動
～
悲
母
観
音
謹
刻
と
ダ
ル
マ
づ
く
り
～�

吉
田
永
正　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

37L

Tāranātha

のdBu m
a theg m

chog
研
究
補
遺�

望
月
海
慧　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1L

○
第
十
四
号
（
平
成
二
十
五
年
十
月
十
三
日
発
行
）

目　
　

次

寛
喜
飢
饉
時
の
北
条
泰
時
の
撫
民
政
策�

長
又
高
夫　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

彙　
　

報�

19

社
会
福
祉
士
実
習
に
お
け
る
実
習
施
設
と
養
成
校
に
お
け
る
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
協
働�

楢
木
博
之　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

65L

社
会
権
と
し
て
の
教
育
権
の
意
義
と
課
題�

田
沼　

朗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

51L

羅
什
訳
『
法
華
経
』
の
語
学
的
研
究
―
副
詞
「
尽
」「
悉
」「
咸
」
に
つ
い
て
―�

椿　

正
美　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

43L

ウ
イ
グ
ル
語
訳
『
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
』
の
研
究
状
況
と
課
題�

『　

『
『　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

23L

チ
ベ
ッ
ト
語
訳
『
妙
法
蓮
華
註
』
の
序
文
の
構
成
に
つ
い
て�

望
月
海
慧　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1L



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
号　

令
和
元
年
十
月

三
九

○
第
十
五
号
（
平
成
二
十
六
年
十
月
十
三
日
発
行
）

目　
　

次

彙　
　

報�

1

福
祉
現
場
に
求
め
ら
れ
る
養
成
校
の
教
育

　

～
福
祉
学
科
卒
業
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
～�

楢
木
博
之　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

67L

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
誤
嚥
予
防
対
策
の
現
状
と
課
題�

北
村
愛
子
／
佐
々
木
さ
ち
子　
　
　
　
　
　

53L

羅
什
訳
『
法
華
経
』
の
語
学
的
研
究
―
仮
定
表
現
を
構
成
す
る
接
続
詞
に
つ
い
て
―�

椿　

正
美　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

45L

義
寂
釈
義
一
撰
『
法
華
経
論
述
記
』
の
文
献
学
的
研
究
⑴�

『　

『
『
／
桑
名
法
晃　
　
　
　
　
　
　
　

19L

チ
ベ
ッ
ト
語
訳
『
妙
法
蓮
華
註
』「
授
記
品
」
和
訳�

望
月
海
慧　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1L

○
第
十
六
号
（
平
成
二
十
七
年
十
月
十
三
日
発
行
）

目　
　

次

彙　
　

報�

1

介
護
支
援
専
門
員
に
お
け
る
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
研
修
の
効
果
と
課
題

　

―
Ａ
県
Ｂ
市
３
圏
域
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
研
修
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
―�

楢
木
博
之　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

79L

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
を
も
つ
親
へ
の
支
援
―
母
親
の
語
り
か
ら
―�

北
村
愛
子
／
中
込
美
三
子　
　
　
　
　
　
　

63L

学
校
協
議
会
の
ゆ
く
え�

田
沼　

朗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

49L

羅
什
訳
『
法
華
経
』
の
語
学
的
研
究
―
人
称
代
名
詞
に
つ
い
て
―�

椿　

正
美　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

39L

義
寂
釈
義
一
撰
『
法
華
経
論
述
記
』
の
文
献
学
的
研
究
⑷�

『　

『
『
／
桑
名
法
晃　
　
　
　
　
　
　
　

23L

張
保
皐
の
赤
山
法
華
院
と
円
仁
の
赤
山
禅
院�

『　

『
『　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1L



『
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
』
総
目
次
（
自
創
刊
号

『至
十
九
号
）（
『
『
『
）

四
〇

○
第
十
七
号
（
平
成
二
十
八
年
十
月
一
日
発
行
）

目　
　

次

義
務
教
育
無
償
化
を
め
ざ
す
自
治
体
の
取
組
み
―
京
都
府
・
伊
根
町
の
場
合
―�

田
沼　

朗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

彙　
　

報�

17

身
延
山
大
学
に
お
け
る
福
祉
専
門
職
教
育
の
効
果
―
就
職
先
で
の
聞
き
取
り
調
査
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
―�

楢
木
博
之　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

55L

図
書
館
に
お
け
る
日
本
語
支
援
活
動
の
現
状
と
可
能
性�

伊
東
久
実　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

43L

羅
什
訳
『
法
華
経
』
の
語
学
的
研
究
―
伝
達
動
詞
「
言
」「
告
」「
曰
」
に
つ
い
て
―�

椿　

正
美　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

35L

『
三
平
等
義
』
の
成
立
に
関
す
る
研
究�

『　

『
『　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1L

○
第
十
八
号
（
平
成
二
十
九
年
十
月
十
三
日
発
行
）

目　
　

次

三
論
学
綱
要
書
の
流
通
を
通
し
て
み
た
百
済
仏
教
学
の
日
本
仏
教
へ
の
影
響�

崔　

鈆
植
／
『　

『
『　

訳　
　
　
　
　
　

1

彙　
　

報�

27

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
認
知
症
カ
フ
ェ
の
役
割

　
（
２
０
１
７
年
身
延
山
大
学
・
『
剛
大
学
校
学
術
交
流
研
究
発
表
会
）�

楢
木
博
之　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

63L

介
護
老
人
福
祉
施
設
に
お
け
る
介
護
職
員
の
ス
ト
レ
ス
と
そ
の
対
応
―
日
常
の
介
護
業
務
を
通
し
て
―�

佐
々
木
さ
ち
子
／
北
村
愛
子　
　
　
　
　
　

51L

地
域
共
生
社
会
の
構
築
に
お
け
る
小
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
位
相�

高
木
寛
之　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

41L

チ
ベ
ッ
ト
語
訳
『
妙
法
蓮
華
註
』「
序
品
」
和
訳
⑴�

望
月
海
慧　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1L

○
第
十
九
号
（
平
成
三
十
年
十
月
十
三
日
発
行
）

身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
十
九
号　

目　
　

次

日
蓮
聖
人
の
檀
越
に
お
け
る
本
尊
義
の
実
践
―
―
大
曼
荼
羅
の
讃
文
と
檀
越
の
供
養
を
中
心
と
し
て
―
―�

桑
名
法
晃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
号　

令
和
元
年
十
月

四
一

続
『
棲
神
』
総
目
録
（
自
第
四
十
六
号
至
第
六
十
七
号
）�

『　

『
『　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

15

身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
十
九
号　

彙　
　

報�

43

身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要　

投
稿
要
項�

62

外
国
語
教
育
に
お
け
る
第
１
言
語
の
効
果
的
使
用
―O

ISE� U
niversity� of� Toronto� TEFL

資
格
コ
ー
ス
に
よ
る

　
「
児
童
へ
の
英
語
教
授
法
」
に
基
づ
い
て
―�

槇
殿
伴
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

121L

チ
ベ
ッ
ト
語
訳
『
妙
法
蓮
華
註
』「
序
品
」
和
訳
⑵�

望
月
海
慧　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

63L

『
菩
薩
戒
本
持
犯
要
記
』
の
基
礎
的
研
究�

『　

『
『　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

15L

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
離
職
を
思
い
と
ど
ま
る
要
因
に
関
す
る
研
究�

楢
木
博
之
／
保
正
友
子
／　
　
　
　
　
　
　
　

�

杉
山
明
伸
／
大
口
達
也　
　
　
　
　
　
　
　

1L

※�

号
数
及
び
発
行
年
月
日
の
表
記
は
奥
付
の
通
り
と
し
、
論
題
や
著
者
名
な
ど
の
表
記
は
本
文
よ
り
採
用
し
た
が
、
ダ
ブ
ル
ク
オ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
マ
ー
ク
・
括
弧
付

き
ロ
ー
マ
数
字
の
表
記
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。

�

作
成
者　

『　

『
『　


